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の診断・予後マーカーの検索．第 105 回日本泌尿器科学会総会 2017 年 4 月 21-24 日 鹿児島

市（城山観光ホテル、他） 

13. 盛 和行、米山 徹、野呂大輔、成田拓磨、田中壽和、萩原和久、及川真亮、今井 篤、畠山

真吾、米山高弘、橋本安弘、古家琢也、大山 力：ナノパーティクル BCG は BCG 生菌 double 

耐性株に対して直接効果を有する． 第105回日本泌尿器科学会総会 2017年4月21-24日 鹿

児島市（城山観光ホテル、他） 

14. 萩原和久、畠山真吾、米山 徹、盛 和行、今井 篤、米山高弘、橋本安弘、古家琢也、羽渕

友則、荒井陽一、土谷順彦、大山 力：高リスク前立腺癌に対する術前化学ホルモン療法の費

用対効果の検討． 第 105 回日本泌尿器科学会総会 2017 年 4 月 21-24 日 鹿児島市（城山観

光ホテル、他） 

15. 松本哲平、畠山真吾、吉川和暁、福井耕三、柳沢 健、川口俊明、今井 篤、米山高弘、橋本

安弘、古家琢也、大山 力：前立腺肥大症に伴う下部尿路症状に対するデュタステリドからタ

ダラフィルへの切り替えの有効性と安全性の検討．第 105 回日本泌尿器科学会総会 2017 年 4

月 21-24 日 鹿児島市（城山観光ホテル、他） 

16. 田中壽和、畠山真吾、寺山百合子、齋藤文匡、齋藤久夫、山本勇人、今井 篤、米山高広、橋

本安弘、古家琢也、大山 力：尿酸結石と高尿酸血症のパラドックス．第 105 回日本泌尿器科

学会総会 2017 年 4 月 21-24 日 鹿児島市（城山観光ホテル、他） 

17. 及川真亮、畠山真吾、成田拓磨、今井 篤、米山高弘、米山 徹、橋本安弘、古家琢也、大山 

力：尿路上皮癌症例における新規バイオマーカーとしての血清 N-glycan の網羅的質量解析．

第 105 回日本泌尿器科学会総会 2017 年 4 月 21-24 日 鹿児島市（城山観光ホテル、他） 

18. 百田匡毅，及川真亮，成田拓磨，萩原和久，野呂大輔，今井 篤，畠山真吾，米山高弘，橋本

安弘，古家琢也，大山 力：腎盂尿管移行部狭窄に対し、腎杯尿管吻合術を施行した 2 例．第

14 回泌尿器科再建再生研究会 2017 年 6 月 3 日 東京都新宿区（ホテルグランドヒル市ヶ谷） 

19. 米山高弘，百田匡毅，城戸宏一，野呂大輔，及川真亮，萩原和久，成田拓磨，今西賢悟，今井 

篤，畠山真吾，橋本安弘，古家琢也，大山 力：ロボット支援 U 字回腸新膀胱造設術の治療成

績．第 14 回泌尿器科再建再生研究会 2017 年 6 月 3 日 東京都新宿区（ホテルグランドヒル

市ヶ谷） 

20. 斎藤久夫，小玉寛健，松本哲平，岡本亜希子，北原竜次，三國恒靖，鈴木唯司：斎藤久夫，小

玉寛健，松本哲平， 第 41 回青森人工透析研究会 2017 年 6 月 4 日 黒石市（津軽伝承工芸館） 

21. 細越正吾，田中芳美，岡本哲平，髙島 徹，五十嵐恵一，土橋伸行，斎藤文匡，鈴木唯司：腎

尿管結石による慢性腎不全のため維持透析が必要となった 2 例．第 41 回青森人工透析研究会 

2017 年 6 月 4 日 黒石市（津軽伝承工芸館） 

22. 山谷金光，坪井 滋，蔦谷知佳子，米山美穂子，佐藤美沙希，齋藤久夫，斎藤文匡，畠山真吾，

大山 力，舟生富寿：鷹揚郷腎研究所および青森病院におけるファブリー病スクリーニング成

績と考察．第 41 回青森人工透析研究会 2017 年 6 月 4 日 黒石市（津軽伝承工芸館）  

23. 米山高弘，萩原和久，及川真亮，野呂大輔，成田拓磨，今井 篤，畠山真吾，橋本安弘，古家



琢也，大山 力：高齢者（75 歳以上）の進行性上部尿路上皮癌に対する Carboplatin をベース

とした化学療法の検討．第 30 回日本老年泌尿器科学会 2017 年 6 月 9 日-10 日 東京都千代

田区（ソラシティカンファレンスセンター） 

24. 今井 篤，畠山真吾，米山高弘，橋本安弘，古家琢也，大山 力：下部尿路症状の危険因子と

しての PSA および酸化ストレスの意義について：住民検診レベルでの検討．第 30 回日本老年

泌尿器科学会 2017年 6月 9日-10日 東京都千代田区（ソラシティカンファレンスセンター） 

25. 米山高弘、野呂大輔、萩原和久、成田拓麿、及川真亮、今西賢悟、今井 篤、畠山真吾、 

橋本安弘、古家琢也、大山 力：ロボット支援膀胱全摘術+U 字回腸新膀胱造設術の成績． 骨

盤外科機能温存研究会 2017 年 6 月 10 日 東京都新宿区（ホテルサンルートプラザ新宿） 

26. 古家琢也、野呂大輔、萩原和久、成田拓磨、及川真亮、山本勇人、今井 篤、畠山真吾、 

米山高弘、橋本安弘、大山 力：筋層浸潤膀胱癌に対する術前化学療法およびロボット支援膀

胱全摘除術．骨盤外科機能温存研究会 2017 年 6 月 10 日 東京都新宿区（ホテルサンルート

プラザ新宿） 

27. 今井 篤、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、古家琢也、大山 力：前立腺癌に対する RARP お

よび LDR-BT の QOL 経時変化についての検討．骨盤外科機能温存研究会 2017 年 6 月 10 日 

東京都新宿区（ホテルサンルートプラザ新宿） 

28. 畠山真吾、米山高弘、城戸宏一、百田匡毅、小玉寛健、今井 篤、橋本安弘、松本哲平、濱野逸

人、大山 力：生体腎移植ドナーガイドラインに基づいたマージナルドナーについての検討．第

62 回日本透析医学会学術集会・総会 2017 年 6 月 16-18 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

29. 橋本安弘、城戸宏一、及川真亮、百田匡毅、今井 篤、畠山真吾、米山高弘、古家琢也、大山 力：

透析患者に発症した膀胱パラガングリオーマの 1 例．第 62 回日本透析医学会学術集会・総会 

2017 年 6 月 16-18 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

30. 岡本 亜希子、松本 哲平、濱野 逸人、石橋 祐介、石村 大史、北原 竜次、齋藤 久夫、大山 力、

舟生 富寿：当院でのスクロオキシ水酸化鉄の使用経験．第 62 回日本透析医学会学術集会・総

会 2017 年 6 月 16-18 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

31. 北原 竜次、松本 哲平、濱野 逸人、石橋 祐介、岡本 亜希子、石村 大史、齋藤 久夫、三國 恒

靖、舟生 富寿：当院における、間歇補充型血液透析濾過（iHDF）の導入後の臨床経過．第 62

回日本透析医学会学術集会・総会 2017 年 6 月 16-18 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

32. 齋藤 久夫、松本 哲平、濱野 逸人、石橋 祐介、岡本 亜希子、石村 大史、北原 竜次、三國 恒

靖、舟生 富寿：一期的部分置換術を施行したグラフト感染の 4 例．第 62 回日本透析医学会学

術集会・総会 2017 年 6 月 16-18 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

33. 山谷 金光、坪井 滋、蔦谷 知佳子、米山 美穂子、佐藤 美沙季、齋藤 久夫、畠山 真吾、世良 

耕一郎、後藤 祥子、大山 力、舟生 富寿：血液透析患者（HDP）における血中微量金属の加齢

に伴う変化．第 62 回日本透析医学会学術集会・総会 2017 年 6 月 16-18 日 横浜市（パシフ

ィコ横浜） 

34. 岡本 哲平、細越 正吾、田中 芳美、高島 徹、齋藤 文匡、鈴木 唯司：腹部大動脈石灰化進行

の因子についての検討．第 62 回日本透析医学会学術集会・総会 2017 年 6 月 16-18 日 横浜

市（パシフィコ横浜） 



35. 細谷 志津香、須藤 めぐみ、千舩 恵美子、佐藤 久美子、加藤 千順、小林 美智子、齋藤 文匡、

鈴木 唯司、舟生 富寿：当院における維持透析患者の下肢虚血の現状について．第 62 回日本透

析医学会学術集会・総会 2017 年 6 月 16-18 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

36. 新田 良輔、小湊 純史、橋本 悠子、福田 靖大、工藤 義人、大村 誠、齋藤 文匡、鈴木 唯司、

舟生 富寿：当院におけるバスキュラーアクセスへのエコー下穿刺の取り組み．第 62 回日本透

析医学会学術集会・総会 2017 年 6 月 16-18 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

37. 五十嵐 恵一、三戸 志保子、野村 泰介、田中 洋、齋藤 久夫、齋藤 文匡、鈴木 唯司、舟生 富

寿：ビスフォスフォネート(BP)製剤を服用する血液透析(HD)患者の歯科的対応に ついて．第

62 回日本透析医学会学術集会・総会 2017 年 6 月 16-18 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

38. 石橋祐介、岩渕郁哉、小笠原賢、川口俊明：mitotane によるアジュバント療法を行った副腎皮

質癌の 1 例．第 46 回青森県泌尿器科研究会 2017 年 6 月 24 日 青森市（ホテル青森）  

39. 堀口裕貴、畠山真吾、小玉寛健、野呂大輔、萩原和久、及川真亮、今西賢悟、今井 篤、米山

高弘、橋本安弘、古家琢也、大山 力：右副腎近傍に副脾を認めた原発性アルドステロン症の 1

例．第 46 回青森県泌尿器科研究会 2017 年 6 月 24 日 青森市（ホテル青森） 

40. 久保田優花、三上穣太郎、伊藤弘之、福士 謙：診断に苦慮した Multilocular cystic nephroma

の 1 例．第 46 回青森県泌尿器科研究会 2017 年 6 月 24 日 青森市（ホテル青森）  

41. 坂井孝成、明円真吾、相馬文彦、南 和志、澤 祥子、田村健悦：ポリファーマシーによる腎

機能障害を来した 1 例 〜クスリはリスク〜．第 46 回青森県泌尿器科研究会 2017 年 6 月 24

日 青森市（ホテル青森）  

42. 鈴木裕一朗、村澤洋美、高橋伸也、楠美智巳：BHD 症候群が疑われた１例．第 46 回青森県泌

尿器科研究会 2017 年 6 月 24 日 青森市（ホテル青森）  

43. 岡本哲平、細越正吾、田中芳美、髙島 徹、齋藤文匡：光選択的前立腺蒸散術（PVP）後に完

全閉塞した膀胱頚部硬化症に対し内視鏡治療した 1 例．第 46 回青森県泌尿器科研究会 2017

年 6 月 24 日 青森市（ホテル青森）  

44. 小玉寛健、畠山真吾、堀口裕貴、野呂大輔、萩原和久、及川真亮、今西賢悟、今井 篤、米山

高弘、橋本安弘、古家琢也、大山 力：陰嚢内に発生した線維性偽腫瘍の 1 例．第 46 回青森県

泌尿器科研究会 2017 年 6 月 24 日 青森市（ホテル青森）  

45. 百田匡毅、田中壽和、佐々木淳：炎症所見に乏しく精巣腫瘍との鑑別が困難であった精巣膿瘍

の 1 例．第 46 回青森県泌尿器科研究会 2017 年 6 月 24 日 青森市（ホテル青森）  

46. 濱野逸人、齋藤久夫、畠山真吾、野呂大輔、山本勇人、今井 篤、米山高弘、橋本安弘、古家

琢也、大山 力：精巣腫瘍患者において精巣内精子採取術（Onco-TESE）を施行した 1 例．第

46 回青森県泌尿器科研究会 2017 年 6 月 24 日 青森市（ホテル青森）  

47. 畠山真吾：2017 ASCO-GU, EAU, AUA の最新情報．第 46 回青森県泌尿器科研究会 2017 年

6 月 24 日 青森市（ホテル青森）  

48. 米山 徹：血清 N-グライコミクスによる CRPC の予測． 第 8 回 Urological Expert Forum 

2017 年 8 月 19 日 金沢市（ホテル日航金沢） 

49. 岩村大径：当科における前立腺癌薬物治療．第 8 回 Urological Expert Forum 2017 年 8 月 19

日 金沢市（ホテル日航金沢） 



50. 田中壽和、畠山真吾、寺山百合子、齋藤文匡、齋藤久夫、山本勇人、今井 篤、米山高弘、橋

本安弘、古家琢也、大山 力：尿酸結石と高尿酸血症のパラドックス．日本尿路結石症学会第

27 回学術集会 2017 年 8 月 25-26 日 大阪府豊中市（千里ライフサイエンスセンター） 

51. 山谷金光，坪井 滋，蔦谷知佳子，齋藤久夫，畠山真吾，世良耕一郎，後藤祥子，大山 力，

鈴木唯司：血液透析患者の生命予後に対する血中微量金属濃度の影響．第 44 回東北腎不全研究

会 2017 年 9 月 2-3 日 新潟市（新潟朱雀メッセ） 

52. 齋藤文匡，細越正吾，田中芳美，岡本哲平，髙島 徹，五十嵐恵一，土橋伸行，鈴木唯司：人

工血管感染後より、腸腰筋膿瘍をきたした症例．第 44 回東北腎不全研究会 2017 年 9 月 2-3

日 新潟市（新潟朱雀メッセ） 

53. 齋藤久夫，小玉寛健，松本哲平，濱野逸人，岡本亜希子，北原竜次，三國恒靖，鈴木唯司：嚢

胞内出血を契機として診断された後天性嚢胞腎随伴腎細胞癌の 1 例．第 44 回東北腎不全研究会 

2017 年 9 月 2-3 日 新潟市（新潟朱雀メッセ） 

54. 畠山真吾，米山 徹，野呂大輔，佐藤 滋，力石辰也，石田英樹，田邉一成，原田 浩，大山 

力：腎移植患者における血清 N 型糖鎖の変化についての検討． 第 53 回日本移植学会総会 

2017 年 9 月 7-9 日 旭川市（アートホテル旭川） 

55. 米山高弘，藤田 雄，村上礼一，今井 篤，畠山真吾，齋藤久夫，中村典雄，古家琢也，鳴海

俊治，鈴木唯司，大山 力：弘前大学腎移植チームによる生体腎移植ドナー腎採取術の成績．

第 53 回日本移植学会総会 2017 年 9 月 7-9 日 旭川市（アートホテル旭川） 

56. 米山 徹，野呂大輔，佐々木秀郎，齋藤 満，原田 浩，力石辰也，石田英樹，田邉一成，佐

藤 滋，大山 力：血清 N 結合型糖鎖プロファイルによる抗体関連性拒絶の予測．第 53 回日

本移植学会総会 2017 年 9 月 7-9 日 旭川市（アートホテル旭川） 

57. 細越正吾、畠山真吾、平井秀明、諸橋聡子、鬼島 宏、山本勇人、飛澤悠葵、米山 徹、米山

高弘、橋本安弘、古家琢也、大山 力：造影濃度の減少は進行性腎細胞癌患者において術前分

子標的療法に対する腫瘍反応を予測する． 第 82 回日本泌尿器科学会東部総会 2017 年 9 月

15-18 日 東京都港区（品川プリンスホテル） 

58. 日下 歩、畠山真吾、濱野逸人、細越正吾、今井 篤、米山高弘、橋本安弘、古家琢也、大山 

力：術前ホルモン療法後の前立腺組織内アンドロゲン濃度の検討：Estramustine は前立腺癌組

織内 DHEA を低下させる．第 82 回日本泌尿器科学会東部総会 2017 年 9 月 15-18 日 東京都

港区（品川プリンスホテル） 

59. 米山 徹、飛澤悠葵、金子智典、仮谷高敏、畠山真吾、今井 篤、米山高弘、橋本安弘、古家

琢也、須田美彦、大山 力：癌性糖鎖変異 PSA-Gi と既存 PSA 検査による前立腺癌の診断能の

比較．第 82 回日本泌尿器科学会東部総会 2017 年 9 月 15-18 日 東京都港区（品川プリンス

ホテル） 

60. 濱野逸人、畠山真吾、野呂大輔、山本勇人、今井 篤、米山高弘、橋本安弘、古家琢也、齋藤

久夫、大山 力：精巣腫瘍にて精巣摘除術後、対側精巣に対し、精巣摘除術ならびに精巣内精

子採取術（Onco-TESE）を施行した１例． 第 82 回日本泌尿器科学会東部総会 2017 年 9 月

15-18 日 東京都港区（品川プリンスホテル） 

61. 小玉寛健、堀口裕貴、及川真亮、野呂大輔、萩原和久、成田拓磨、今西賢悟、今井 篤、畠山



真吾、米山高弘、橋本安弘、古家琢也、大山 力：精巣鞘膜から発生した線維性偽腫瘍の一例．

第 82回日本泌尿器科学会東部総会 2017年 9月 15-18日 東京都港区（品川プリンスホテル） 

62. 今井 篤、山本勇人、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、古家琢也、大山 力：一般住民健診に

おける女性の過活動膀胱と酸化ストレスとの関連について．第 82 回日本泌尿器科学会東部総会 

2017 年 9 月 15-18 日 東京都港区（品川プリンスホテル） 

63. 松本哲平、畠山真吾、小玉寛健、濱野逸人、岡本亜希子、北原竜次、橋本安弘、古家琢也、齋

藤久夫、大山 力：尿管結石治療後に残存する腎機能障害～そのリスク因子とは．第 82 回日本

泌尿器科学会東部総会 2017 年 9 月 15-18 日 東京都港区（品川プリンスホテル） 

64. 古家琢也、藤田尚紀、堀口裕貴、小玉寛健、野呂大輔、成田拓磨、萩原和久、及川真亮、今西

賢悟、米山 徹、今井 篤、橋本安弘、大山 力：高リスク前立腺癌に対する術前内分泌化学

療法．第 82 回日本泌尿器科学会東部総会 2017 年 9 月 15-18 日 東京都港区（品川プリンス

ホテル） 

65. 米山高弘、堀口裕貴、小玉寛健、及川真亮、野呂大輔、萩原和久、成田拓磨、今西賢悟、今井

篤、畠山真吾、橋本安弘、古家琢也、大山 力：当科におけるロボット支援腎部分切除術の初

期成績．第 82 回日本泌尿器科学会東部総会 2017 年 9 月 15-18 日 東京都港区（品川プリン

スホテル） 

66. 藤田尚紀、山本勇人、畠山真吾、橋本安弘、古家琢也、大山 力：原発性アルドステロン症に

対する腹腔鏡下副腎摘除術抵抗性高血圧のリスク因子として大動脈石灰化が重要である．第 82

回日本泌尿器科学会東部総会 2017 年 9 月 15-18 日 東京都港区（品川プリンスホテル） 

67. 畠山真吾、濱野逸人、小玉寛健、堀口裕貴、岩村大径、藤田尚紀、福士 謙、吉川和暁、伊藤

弘之、川口俊明、久保田優花、古家琢也、大山 力： 第 82 回日本泌尿器科学会東部総会 2017

年 9 月 15-18 日 東京都港区（品川プリンスホテル） 

68. 久保田優花、畠山真吾、細越正吾、三上穣太郎、伊藤弘之、米山高弘、橋本安弘、古家琢也、

大山 力：局所進行性上部尿路癌に対する術前補助化学療法の有効性．第 82 回日本泌尿器科学

会東部総会 2017 年 9 月 15-18 日 東京都港区（品川プリンスホテル） 

69. 橋本安弘、畠山真吾、米山高弘、古家琢也、川口俊明、大山 力：膀胱癌患者における PD-L1

の発現について．第 82 回日本泌尿器科学会東部総会 2017 年 9 月 15-18 日 東京都港区（品

川プリンスホテル） 

70. 米山－須藤美穂子、坪井 滋、畠山真吾、鈴木唯司、大山 力：膀胱癌細胞由来細胞外小胞は

内皮細胞の血管透過性亢進に関与する． 第82回日本泌尿器科学会東部総会 2017年9月15-18

日 東京都港区（品川プリンスホテル） 

71. 藤田尚紀，山本勇人，畠山真吾，米山高弘，橋本安弘，古家琢也，吉川和暁，大山 力：腹部

大動脈石灰化は維持透析患者における重症勃起不全のリスク因子である． 第 28 回日本性機能

学会学術総会 2017 年 9 月 21-23 日 東京新宿区（京王プラザホテル） 

72. 村上礼一，奈川大輝，中田真道，成田育代，藤田 雄，島田美智子，中村典雄，富田泰史，畠

山真吾，米山高弘，橋本安弘，古家琢也，大山 力：多発性嚢胞腎症例における腎移植後の固

有腎容積の追跡．第 20 回東北移植研究会 2017 年 10 月 7 日 仙台市（フォレスト仙台） 

73. 猪口淳一，黒岩顕太郎，筧 善行，杉元幹史，谷川俊貴，藤元博行，後藤百万，舛森直哉，小川 



修，江藤正俊，大山 力，山口秋人，水澤純基，宮本憲一，内藤誠二：大規模多施設共同調査

研究(JCOG1110A)にみる上部尿路癌の所属リンパ節転移分布．第 55 回日本癌治療学会学術集

会 2017 年 10 月 20-22 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

74. 成田伸太郎，奈良健平，鶴田 大，沼倉一幸，神田壮平，齋藤 満，井上高光，南條 博，三塚 

浩二，古家琢也，川村貞文，大山 力，荒井陽一，栃木達夫，羽渕友則：ハイリスク前立腺癌

に対する術前化学内分泌療法併用前立腺全摘の治療成績．第 55 回日本癌治療学会学術集会 

2017 年 10 月 20-22 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

75. 米山高弘，今西賢悟，今井 篤，畠山真吾，橋本安弘，古家琢也，大山 力：Cisplatin-unfit 進

行性膀胱癌に対する Carboplatin をベースとした化学療法の検討．日本泌尿器腫瘍学会第 3 回

学術集会 2017 年 10 月 22-23 日 東京都品川区（東京コンファレンスセンター・品川） 

76. 細越正吾，畠山真吾，諸橋聡子，鬼島 宏，山本勇人，米山 徹，米山高弘，橋本安弘，古家

琢也，大山 力：進行性腎細胞癌に対する術前分子標的療法による造影効果低減は治療反応性

の指標となる．日本泌尿器腫瘍学会第 3 回学術集会 2017 年 10 月 22-23 日 東京都品川区（東

京コンファレンスセンター・品川） 

77. 畠山真吾，福士 謙，成田拓磨，米山高弘，橋本安弘，古家琢也，大山 力：尿路上皮癌に対

する化学療法における副作用評価：医師と患者レポートの不一致についての検討．日本泌尿器

腫瘍学会第 3 回学術集会 2017 年 10 月 22-23 日 東京都品川区（東京コンファレンスセンタ

ー・品川） 

78. 橋本安弘，山本勇人，畠山真吾，米山高弘，古家琢也，川口俊明，大山 力：膀胱癌における

PD-L 1 の発現について．日本泌尿器腫瘍学会第 3 回学術集会 2017 年 10 月 22-23 日 東京

都品川区（東京コンファレンスセンター・品川） 

79. 成田拓磨，橋本安弘，岩村大径，三上穣太郎，山本勇人，今井 篤，畠山真吾，米山高弘，古

家琢也，大山 力：術前化学療法により病理学的完全奏功を得た膀胱小細胞癌の 1 例．第 256

回日本泌尿器科学会東北地方会 2017 年 10 月 28 日 秋田市（にぎわい交流会） 

80. 今西賢悟，堀口裕貴，畠山真吾，米山高弘，橋本安弘，古家琢也，大山 力，佐藤天童，得居

範子，成田 知：肺転移と下大静脈血栓を有する右腎ユーイング肉腫ファミリー腫瘍の治療経

験．第 256 回日本泌尿器科学会東北地方会 2017 年 10 月 28 日 秋田市（にぎわい交流会） 

81. 岩村大径，阿南 剛，伊藤 淳，海法康裕，佐藤 信，田村 亮，小山周樹：Whole-Body MRI 

により放射線療法を追加した転移性・去勢抵抗性前立腺癌の 1 例．第 256 回日本泌尿器科学会

東北地方会 2017 年 10 月 28 日 秋田市（にぎわい交流会） 

82. 小玉寛健，山本勇人，今井 篤，畠山真吾，米山高弘，橋本安弘，古家琢也，大山 力：ロボ

ット支援腎部分切除を施行した集合肝癌の一例．第 256 回日本泌尿器科学会東北地方会 2017

年 10 月 28 日 秋田市（にぎわい交流会） 

83. 濱野逸人，小玉寛健，松本哲平，岡本亜希子，石村大史，北原竜次，齋藤久夫，鈴木唯司，畠

山真吾，大山 力：尿管結石症治療後の腎機能障害～リスク因子の検索．第 256 回日本泌尿器

科学会東北地方会 2017 年 10 月 28 日 秋田市（にぎわい交流会） 

84. 久保田優花，伊藤弘之，三上穣太郎：BCG 膀胱内注入療法後に生じた腎結核の 1 例．第 47 回

青森県泌尿器科研究会 2017 年 11 月 11 日 青森市（青森県労働福祉会館） 



85. 村澤洋美，鈴木裕一朗，高橋伸也：ウレアーゼ産生菌による尿路感染症に伴うアンモニア血症

を呈した 1 例．第 47 回青森県泌尿器科研究会 2017 年 11 月 11 日 青森市（青森県労働福祉

会館） 

86. 小島由太，及川真亮，西村祥二，日下 歩：尿路再建術後（Boari flap 作成、尿管尿管端側吻合）

の両側水腎症に対し軟性膀胱鏡にて逆行性に尿路観察し両側ステントを留置し得た 1 例．第 47

回青森県泌尿器科研究会 2017 年 11 月 11 日 青森市（青森県労働福祉会館） 

87. 小玉寛健，畠山真吾，日下 歩，細越正吾、得居範子，山本勇人，今井 篤，米山高弘，橋本

安弘，古家琢也，大山 力：精索捻転と垂捻転の鑑別は可能か？ 第 47 回青森県泌尿器科研究

会 2017 年 11 月 11 日 青森市（青森県労働福祉会館） 

88. 齋藤文匡，田中芳美，今西賢悟，岡本哲平，髙島 徹，鈴木唯司：腎後性腎不全，左尿管狭窄

をきたした前立腺 Stromal tumor of uncertain malignant potential (STUMP) の治療経験．第

47 回青森県泌尿器科研究会 2017 年 11 月 11 日 青森市（青森県労働福祉会館） 

89. 小笠原賢，石橋祐介，岩渕郁哉，川口俊明：青森県立中央病院におけるロボット支援前立腺全

摘除術の現状．第 47 回青森県泌尿器科研究会 2017 年 11 月 11 日 青森市（青森県労働福祉

会館） 

90. 古家琢也：当科の臨床研究レビュー．第 47 回青森県泌尿器科研究会 2017 年 11 月 11 日 青

森市（青森県労働福祉会館） 

91. 米山 徹，飛澤悠葵，金子智典，彼谷高敏，畠山真吾，今井 篤，米山高弘，橋本安弘，古家

琢也，須田美彦，大山 力：癌性糖鎖変異 PSA と既存 PSA 検査による前立腺癌の診断精度の

比較．東北糖鎖研究会・東京糖鎖研究会合同シンポジウム（第 11 回東北糖鎖研究会・Glyco 

TOKYO 2017） 2017 年 11 月 18-19 日 桐生市（桐生市市民文化会館） 

92. 米山美穂子，飛澤悠葵，畠山真吾，佐藤美紗季，刀禰亀代志，多田羅洋太，柿崎育子，舟生富

寿，福田 穰，星 宣次，大山 力，坪井 滋：O-グリカン修飾変化を利用した新規 CTL 腫瘍

免疫逃避機構．東北糖鎖研究会・東京糖鎖研究会合同シンポジウム（第 11 回東北糖鎖研究会・

Glyco TOKYO 2017） 2017 年 11 月 18-19 日 桐生市（桐生市市民文化会館） 

93. 山本勇人，飛澤悠葵，犬伏俊博，入江史俊，畠山真吾，米山 徹，米山高弘，橋本安弘，古家

琢也，大山 力，山口 祐：Transmembrane protein 2 (TMEM2) は細胞表面においてヒアル

ロン酸を分解する．東北糖鎖研究会・東京糖鎖研究会合同シンポジウム（第 11 回東北糖鎖研究

会・Glyco TOKYO 2017） 2017 年 11 月 18-19 日 桐生市（桐生市市民文化会館） 

94. 藤田尚紀，山本勇人，畠山真吾，米山高弘，橋本安弘，古家琢也，吉川和暁，大山 力：慢性

腎臓病（CKD）は筋層非浸潤性膀胱癌における TURBT 後の膀胱内再発リスク因子である．第

31 回日本泌尿器内視鏡学会総会 2017 年 11 月 16-18 日 徳島市（あわぎんホール） 

95. 古家琢也，小玉寛健，日下 歩，細越正吾，山本勇人，今井 篤，畠山真吾，米山高弘，橋本

安弘，大山 力：ロボット支援回腸新膀胱造設術後の下部尿路機能の変化について．第 31 回日

本泌尿器内視鏡学会総会 2017 年 11 月 16-18 日 徳島市（あわぎんホール） 

96. 堀口裕貴，米山高弘，山本勇人，今井 篤，畠山真吾，橋本安弘，古家琢也，大山 力：当科

におけるロボット支援腎切除術の治療成績．第 31 回日本泌尿器内視鏡学会総会 2017 年 11 月

16-18 日 徳島市（あわぎんホール） 



97. 畠山真吾，福士 謙，藤田尚紀，岩村大径，伊藤弘之，吉川和暁，川口俊明，米山高弘，古家

琢也，大山 力：腹腔鏡下腎尿管全摘除術の有効性についての検討．第 31 回日本泌尿器内視鏡

学会総会 2017 年 11 月 16-18 日 徳島市（あわぎんホール） 

98. 及川真亮，畠山真吾，山本勇人，今井 篤，米山高弘，橋本安弘，古家琢也，大山 力：腹腔

鏡下生体腎移植ドナー腎採取術が術後腎機能に与える影響についての検討．第 31 回日本泌尿器

内視鏡学会総会 2017 年 11 月 16-18 日 徳島市（あわぎんホール） 

99. 盛 和行，米山 徹，小玉寛健，日下 歩，細越正吾，得居範子，今井 篤，畠山真吾，米山

高弘，橋本安弘，古家琢也，大山 力：KK47 細胞 BCG 生菌耐性株に対するナノパーティクル

BCG の直接効果と耐性株の遺伝子発現解析． 第 10 回 BCG 注入療法研究会 2017 年 12 月 1

日 東京都千代田区（クラブ関東） 

100. 米山 徹，飛澤悠葵，金子智典，彼谷高敏，畠山真吾，今井 篤，米山高弘，橋本安弘，古家

琢也，須田美彦，大山 力： PSA glycoisoform (PSA-Gi) と既存 PSA 検査による前立腺癌の

診断能の比較．第 33 回前立腺シンポジウム 2017 年 12 月 9-10 日 東京品川区（品川コンフ

ァレンスセンター） 

101. 畠山真吾，米山 徹，齋藤 満，佐藤 滋，原田 浩，石田英樹，田邉一成，佐々木秀郎，力

石辰也，大山 力：網羅的血清糖鎖分析による生体腎移植後拒絶反応予測マーカーの開発．第

27 回泌尿器科分子・細胞研究会 2018 年 2 月 2-3 日 東京都文京区（東京大学安田講堂） 

102. 米山 徹，石川友一，飛澤悠葵，畠山真吾，成田伸太郎，三塚浩二，羽渕友則，荒井陽一，伊

達睦廣，大山 力：癌性糖鎖変異 S2，3PSA 検査の測定安定性と既存 PSA 検査の前立腺癌診断．

第 27 回泌尿器科分子・細胞研究会 2018 年 2 月 2-3 日 東京都文京区（東京大学安田講堂） 

103. 米山 徹，飛澤悠葵，金子智典，彼谷高敏，畠山真吾，三塚浩二，橋本安弘，荒井陽一，須田

美彦，大山 力：PSA 糖鎖修飾異性体（PSA-Gi）検査と既存 PSA 検査との前立腺癌診断能比

較．第 27 回泌尿器科分子・細胞研究会 2018 年 2 月 2-3 日 東京都文京区（東京大学安田講

堂） 

104. 成田拓磨，古家琢也，山本勇人，今井 篤，畠山真吾，米山高弘，橋本安弘，大山 力：ハイ

リスク前立腺癌に対する術前内分泌化学療法＋ロボット支援前立腺全摘除術の有用性．第 10 回

日本ロボット外科学会学術集会 2018 年 2 月 10 日 東京都港区（六本木ヒルズ） 

105. 村上礼一，奈川大輝，中田真道，成田育代，藤田 雄，島田美智子，中村典雄，富田泰史，畠

山真吾，米山高弘，橋本安弘，古家琢也，大山 力：多発性嚢胞腎症例における腎移植後の固

有腎容積の追跡．第 51 回日本臨床腎移植学会 2018 年 2 月 14-16 日 神戸市（ファッション

マート神戸） 

106. 畠山真吾，橋本安弘，成田育代，島田美智子，藤田 雄，村上礼一，米山高弘，古家琢也，鳴

海俊治，大山 力：糸球体基底膜厚と術後ドナー腎機能についての検討．第 51 回日本臨床腎移

植学会 2018 年 2 月 14-16 日 神戸市（ファッションマート神戸） 

107. 盛 和行，樺澤憲治，米山美穂子，村上礼一，藤田 雄，得居範子，山本勇人，今井 篤，畠

山真吾，米山高弘，橋本安弘，古家琢也，山谷金光，齋藤久夫，鈴木唯司，大山 力：LABScreen 

モニタリングを行ったDQ高値の 1例．第 51回日本臨床腎移植学会 2018年 2月 14-16日 神

戸市（ファッションマート神戸） 



108. 川口俊明，相馬文彦，高橋伸也，齋藤久夫，古家琢也，大山 力：青森県総合検診センターに

おける前立腺がん健診－平成 28 年度の検診結果および 14 年間の成績－． 第 22 回青森前立腺

癌研究会 平成 30 年 3 月 3 日 青森市（ワ・ラッセ） 

109. 畠山真吾：ASCO-GU2018 最新情報．第 22 回青森前立腺癌研究会 平成 30 年 3 月 3 日 青

森市（ワ・ラッセ） 

110. 百田匡毅，藤田尚紀，野呂大輔，吉川和暁：nadir testosterone 値は前立腺癌における短期ホ

ルモン療法併用根治的放射線療法後の生化学的再発の予測因子である．第 22 回青森前立腺癌研

究会 平成 30 年 3 月 3 日 青森市（ワ・ラッセ） 

111. 熊井康子，横内順一，畑山佳臣，川口俊明，小笠原賢，岩渕郁哉，石橋祐介：青森県立中央病

院における前立腺癌に対する寡分割強度変調放射線治療．第 22 回青森前立腺癌研究会 平成

30 年 3 月 3 日 青森市（ワ・ラッセ） 

112. 横内順一，熊井康子，畑山佳臣，川口俊明，小笠原賢，岩渕郁哉，石橋祐介：青森県立中央病

院における去勢抵抗性前立腺癌に対する塩化ラジウム治療の初期経験．第 22 回青森前立腺癌研

究会 平成 30 年 3 月 3 日 青森市（ワ・ラッセ） 

113. 米山高弘，小玉寛健，細越正吾，日下 歩，得居範子，山本勇人，今井 篤，畠山真吾，橋本

安弘，古家琢也，大山 力：mHSPC に対する早期ドセタキセル療法の初期成績．第 22 回青森

前立腺癌研究会 平成 30 年 3 月 3 日 青森市（ワ・ラッセ） 

114.  

 

 

研究会  

1. 細越正吾：当院におけるサムスカ治療の考察． 多発性嚢胞腎 学術講演会 2017 年 6 月 30 日 

青森市（ホテル JAL シティ） 

2. 濱野逸人：青森県における献腎移植～臓器搬送距離と移植成績について～．第 9 回北東北腎移

植勉強会 2017 年 7 月 29 日 弘前市（アートホテル弘前シティ） 

3. 岡本哲平：当院におけるエテルカルセチドの使用経験．第 9 回北東北腎移植勉強会 2017 年 7

月 29 日 弘前市（アートホテル弘前シティ） 

4. 大山 力：前立腺がん治療の最前線．北東北がん医療コンソーシアム講演会 2017 年 9 月 9 日 

弘前市（弘前大学医学部大講義室） 

5. 古家琢也：筋層浸潤膀胱癌に対するロボット支援膀胱全摘除術+体腔内回腸新膀胱造設術．

Takeda Expert TV Conference in Urology  2017 年 10 月 4 日 （リュープリン TV 講演会）  

6. 古家琢也：当科におけるアビラテロンの使用経験．青い森泌尿器セミナー2017 in Aomori  2017

年 10 月 18 日 青森市（青森国際ホテル） 

7. 米山高弘：泌尿器科疾患に関する研修会 キッセイアドバイザリーミーティング 2017 年 10

月 25 日 弘前市（アートホテルシティ弘前）  

8. 米山高弘：泌尿器科疾患に対する漢方の使用経験．平成 29年 第 5回弘前大学東洋医学勉強会 平

成 29 年 11 月 30 日 弘前市（MCC） 

9. 畠山真吾：酸化ストレスと LUTS． 第 3回つがる前立腺診療を考える会 2018年 1月 16日 弘



前市（ホテルニューキャッスル） 

10. 松本哲平：デュタステリドからタダラフィルへの切り替え効果の検討．第 3 回つがる前立腺診

療を考える会 2018 年 1 月 16 日 弘前市（ホテルニューキャッスル） 

11. 松本哲平：前立腺肥大症に伴う LUTS への前立腺肥大症治療薬臨床的検討～5α還元酵素阻害薬

から PDE5 阻害薬の切り替えを中心に～． 第 14 回青森県排尿障害研究会 2018 年 2 月 23 日 

八戸市（八戸グランドホテル） 

12. 今井 篤：一般住民健診における女性の過活動膀胱と酸化ストレスの関連について．第 14 回青

森県排尿障害研究会 2018 年 2 月 23 日 八戸市（八戸グランドホテル） 

 

 

特別講演，等  

＊  国際  

1.  Ohyama C ： Development of novel biomarkersfor prostate cancer using 

glycobiology techniques.  The 12 t h AUA/JUA International Affiliate Society 

Meeting 2017 2017 年 5 月 14 日  ボストン  

2.  Ohyama C：Measurement of prostate cancer -associated aberrant glycosylation 

of PSA by an automated micro-total immunoassay system for improved 

accuracy of prostate cancer diagnosis.  Urolog ical Reseach Society Annual 

Meeting 2017 年 10 月 5-8 日  ケベック  

3.  Ohyama C ： Lleal conduit reconstruction (Japan ’s experience) ． Urology 

Symposium 2017  2017 年 11 月 4 日  香港    

 

 

＊  国内  

1.  古家琢也（Emerging Urology 企画 06 エキスパートからの提言：膀胱全摘除

術）：ロボット支援回腸新膀胱造設術．第 105 回日本泌尿器科学会総会  2017 年

4 月 21-24 日  鹿児島市（城山観光ホテル、他）  

2.  大山  力（ランチョンセミナー 14）：高齢化社会の前立腺癌治療における泌尿器

科医の役割．第 105 回日本泌尿器科学会総会  2017 年 4 月 21-24 日  鹿児島市

（城山観光ホテル、他）  

3.  古家琢也（Update 企画 09 ここまで進んだ泌尿器科ロボット手術）：ロボット支

援膀胱全摘除術および完全体腔内回腸新膀胱造設術． 第 105 回日本泌尿器科学

会総会  2017 年 4 月 21-24 日  鹿児島市（城山観光ホテル、他）  

4.  米山高弘（Update 企画 10 ロボットに負けない泌尿器科手術）：筋層浸潤膀胱

癌に対するミニマム創膀胱全摘術 +U 字回腸新膀胱造設術．第 105 回日本泌尿器

科学会総会  2017 年 4 月 21-24 日  鹿児島市（城山観光ホテル、他）  

5.  米山  徹（Update 企画 12 泌尿器科医が拓く基礎研究の未来）：糖鎖マーカー

を利用した前立腺癌診断と術後の予後予測．第 105 回日本泌尿器科学会総会  



2017 年 4 月 21-24 日  鹿児島市（城山観光ホテル、他）  

6.  大山  力（教育講演）：手術支援ロボットを利用した泌尿器外科手術の進歩．第

27 回日本臨床工学会  2017 年 5 月 20 日  青森市（リンクステーションホール

青森）  

7.  岡本亜希子（モーニングセミナー）：透析患者に対するエルカルチン投与の意義

と有用性．第 41 回青森人工透析研究会  2017 年 6 月 4 日  黒石市（津軽伝承工

芸館）  

8.  米山高弘（シンポジウム）：化学療法   第 8 回 Urological Expert Forum 2017

年 8 月 19 日  金沢市（ホテル日航金沢）  

9.  大山  力（教育講演）：高齢社会の前立腺癌診療における泌尿器科医の役割．函

館泌尿器科医会学術講演会  2017 年 9 月 8 日  函館市（フォーポイントバイシ

ェラトンホテル）  

10.  古家琢也（シンポジウム 2）：CRPC 治療の最前線—実臨床におけるドセタキセル

の実際．第 82 回日本泌尿器科学会東部総会  2017 年 9 月 16 日  東京都港区（品

川プリンスホテル）  

11.  大山  力，坪井  滋（シンポジウム）：糖鎖生物学的膀胱がん研究の最前線．第

76 回日本癌学会学術総会  2017 年 9 月 28 日   

12.  大山  力（臓器別シンポジウム 10）：手術支援ロボットを利用した筋層浸潤膀胱

癌の治療戦略．第 55 回日本癌治療学会学術集会  2017 年 10 月 20-22 日  横浜

市（パシフィコ横浜）  

13.  古家琢也（シンポジウム 1）：前立腺癌治療における課題と展望－手術療法．日本

泌尿器腫瘍学会  第 3 回学術集会  2017 年 10 月 22-23 日  東京都品川区（東京

コンファレンスセンター品川）  

14.  大山  力（教育セミナー 1）：超高齢時代の CRPC を患者目線で考える．第 69

回西日本泌尿器科学会総会  2017 年 11 月 10 日  大分市（大分オアシスタワー

ホテル）  

15.  山本勇人（奨励賞講演 1）：新規ヒアルロン酸分解酵素  transmembrane protein 2 

(TMEM2) の発見．東北糖鎖研究会・東京糖鎖研究会合同シンポジウム（第 11

回東北糖鎖研究会・Glyco TOKYO 2017）  2017 年 11 月 18-19 日  桐生市（桐

生市市民文化会館）  

16.  大山  力（招待講演 2）：一泌尿器科医の糖鎖生物学的アプローチ．東北糖鎖研究

会・東京糖鎖研究会合同シンポジウム（第 11 回東北糖鎖研究会・Glyco TOKYO 

2017）  2017 年 11 月 18-19 日  桐生市（桐生市市民文化会館）  

17.  大山  力（教育セミナー 10）：進行性膀胱癌の治療戦略－現在の治療法の限界と

ブレイクスルー－．第 67 回日本泌尿器科学会中部総会  2017 年 11 月 26 日  大

阪市（大阪国際会議場）  

18.  大山  力（シンポジウム 15）：Keynote lecture 膀胱全摘除術；進歩の軌跡と今

後  第 67 回日本泌尿器科学会中部総会  2017 年 11 月 26 日  大阪市（大阪国際



会議場）  

19.  古家琢也，大山  力（ワークショップ 1 膀胱全摘での尿路変向）：膀胱全摘での

尿路変向－ロボット支援体腔内回腸新膀胱造設術の治療成績．第 30 回日本内視

鏡外科学会総会  2017 年 12 月 7-9 日  京都市（国立京都国際会館）  

20.  米山  徹（シンポジウム）：PSA 糖鎖修飾異性体による前立腺癌診断、悪性度評

価と糖鎖抗原を利用した Liquid biopsy の可能性．第 2 回 Liquid Biopsy 研究会  

2018 年 1 月 20 日  東京都新宿（京王プラザホテル）  

21.  大山  力（教育セミナー）：進行前立腺癌治療のパラダイムシフトと患者目線の

治療について．第 102 回日本泌尿器科学会四国地方会  2018 年 1 月 27 日  高知

市（高知市文化プラザかるぽーと）  

22.  古家琢也，大山  力，槙山和秀（ビデオシンポジウム）：同じシーンを比較しま

した（同時 2 画面）ラパロ VS ロボット－膀胱全摘除術．第 10 回日本ロボット

外科学会学術集会  2018 年 2 月 10 日  東京都港区（六本木ヒルズ）  

23.  大山  力（特別講演）：Surgeon Scientist のすすめ．第 314 回日本泌尿器科学

会岡山地方会  2018 年 2 月 24 日  岡山市（岡山大学 J-Hall）  

24.    

 

 

 

講演会 

  大山  力（講演 3）：前立腺癌治療の最前線．北東北がん医療コンソーシアム講演

会  2017 年 9 月 9 日  弘前市（弘前大学医学部臨床大講堂）  

  大山  力（特別講演）：手術支援ロボットを利用した筋層浸潤膀胱癌の治療戦略．  

第 30 回 Clinical urology 研究会  2017 年 10 月 14 日  神戸市（神戸ベイシェ

ラトンホテル）  

  大山  力：2017 年度版弘前大学前立腺癌治療方針． 青い森泌尿器セミナー 2017 

in Aomori 2017 年 10 月 18 日  青森市（青森国際ホテル）  

  大山  力（特別講演）：筋層浸潤膀胱癌の治療戦略－回腸新膀胱を中心に－．気

仙泌尿器 Forum  2017 年 11 月 1 日  大船渡市（大船渡プラザホテル）  

  大山  力（特別講演）：進行性前立腺癌治療のパラダイムシフトと患者目線の治

療について．第 6 回むつ地区泌尿器科懇話会  2017 年 11 月 29 日  むつ市（プ

ラザホテルむつ）  

  畠山真吾（特別講演）：本業は何？臨床と研究のバランス～留学経験からの考察

～．泌尿器 Laboratory Conference  2017 年 12 月 5 日  大阪市（大阪市立大学

附属病院）  

  大山  力：手術支援ロボットを用いた High-Risk 前立腺癌に対する治療戦略．前

立腺癌 WEB シンポジウム  2018 年 2 月 28 日  仙台市（東北大学）  

  大山  力：進行性膀胱癌の治療戦略～現在の治療法の限界とブレイクスルー～． 



Urothelial Cancer Symposium in Sendai. 2018 年 3 月 9 日  仙台市（ウェステ

ィンホテル仙台）  

  大山  力（特別講演）：Surgeon Scientist のすゝめ～基礎研究の経験は前立腺癌

の治療に活かされる～．  平成 29 年度「悠悠会学術講演会」  2018 年 3 月 10 日  

北九州市（リーガロイヤルホテル小倉）  

 

 

座長，等   

・  大山  力：  

＊  国際   

1. 2017 East Asia Urologic Oncology Group Symposium. 2017 年 4 月 6-7 日 ソウル 

 Prostate Session1 

 Koie T, Ohyama C：Neoadjuvant chemotherapy followed by radical cystectomy for 

muscle-invasive bladder cancer. 他 

 

 

 

＊  国内  

1. 第 105 回日本泌尿器科学会総会 2017 年 4 月 21-24 日 鹿児島市（城山観光ホテル、他） 

 Emerging Urology 企画 06 エキスパートからの提言：膀胱全摘除術 

 古家琢也：ロボット支援回腸新膀胱造設術．他 

2. 第 27 回日本臨床工学会 2017 年 5 月 20 日 青森市（リンクステーションホール青森） 

 共催学術セミナー7  

 牧尾健司：透析中血圧低下に対する BV 計の有用性～テーラーメイド透析の実現に向け

て～． 

3. 第 62 回日本透析医学会学術集会・総会 2017 年 6 月 16-18 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

 一般ポスター 病態/血管炎 1 

 星 綾子：中耳炎から ANCA 陽性抗 GBM 抗体型 RPGN を発症し、血液透析に至った

一例．他 

4. 第 46 回青森県泌尿器科研究会 2017 年 6 月 24 日 青森市（ホテル青森） 

 特別講演 

 荒井陽一：前立腺癌内分泌療法をとらえ直す． 

5. 第 8 回 Urological Expert Forum 2017 年 8 月 19 日 金沢市（ホテル日航金沢） 

 一般演題 

 菊池 央：抗がん剤治療がもたらす微小環境の変化ならびに腫瘍血管の異常性獲得．他 

6. 第 82 回日本泌尿器科学会東部総会 2017 年 9 月 16 日 東京都港区（品川プリンスホテル） 

 教育講演 1 

 堀江重郎：医療制度改革と男性医学． 



7. 第 82 回日本泌尿器科学会東部総会 2017 年 9 月 16 日 東京都港区（品川プリンスホテル） 

 シンポジウム 2 

 三塚 浩二：伝統的２次ホルモン療法（ビンテージホルモン）の行方は？他 

8. 第 82 回日本泌尿器科学会東部総会 2017 年 9 月 16 日 東京都港区（品川プリンスホテル） 

 イブニングセミナー 

 中井川昇：RCC 分子標的治療を腫瘍の質的変化から考える．他 

9. 日本泌尿器腫瘍学会 第 3 回学術集会 2017 年 10 月 22-23 日 東京都品川区（東京コンファレ

ンスセンター品川） 

 シンポジウム 1 前立腺癌治療における課題と展望 

 古家琢也：前立腺癌治療における課題と展望－手術療法． 

10. 第 31 回日本泌尿器内視鏡学会総会 2017 年 11 月 16-18 日 徳島市（あわぎんホール） 

 ビデオシンポジウム 3 RARC の現状と展望 

 米山高弘：ロボット支援支援膀胱全摘除術+U 字回腸新膀胱造設術の治療成績．他 

11. 第 10 回 BCG 注入療法研究会 2017 年 12 月 1 日 東京都千代田区（クラブ関東） 

 一般演題【基礎・臨床 1】 

 盛 和行：KK47 細胞 BCG 生菌耐性株に対するナノパーティクル BCG の直接効果と

耐性株の遺伝子発現解析． 他 

12. 第 30 回日本内視鏡外科学会総会 2017 年 12 月 7-9 日 京都市（国立京都国際会館） 

 ワークショップ 1 膀胱全摘での尿路変向 

 古家琢也：膀胱全摘での尿路変向－ロボット支援体腔内回腸新膀胱造設術の治療成績．

他 

13. 第 2 回 Liquid Biopsy 研究会 2018 年 1 月 20 日 東京都新宿（京王プラザホテル） 

 シンポジウム 前立腺癌バイオマーカーによる Liquid Biopsy の可能性 

 米山 徹：PSA 糖鎖修飾異性体による前立腺癌診断、悪性度評価と糖鎖抗原を利用し

た Liquid biopsy の可能性．他 

14. C 型肝炎学術講演会～透析・CKD の治療について～ 2018 年 1 月 30 日 弘前市（ホテルニュ

ーキャッスル） 

 特別講演  

 遠藤 哲：C 型肝炎の治療． 

15. 第 27 回泌尿器科分子・細胞研究会 2018 年 2 月 2-3 日 東京都文京区（東京大学安田講堂） 

 畠山真吾：網羅的血清糖鎖分析による生体腎移植後拒絶反応予測マーカーの開発．他 

16. 第 22 回青森前立腺癌研究会 平成 30 年 3 月 3 日 青森市（ワ・ラッセ） 

 特別講演 

 佐藤 信：東北医科薬科大学における前立腺の検査、治療戦略． 

17. 弘前エリア透析療法講演会 2018 年 3 月 8 日 弘前市（アートホテル弘前シティ） 

 特別講演 

 仲谷達也：泌尿器科医としての CKD 対策． 

 



 

 

 

講演会 

1. 青い森 RCC Camp in 弘前 2017 年 5 月 23 日 弘前市（アートホテル弘前シティ） 

 松原伸晃：われわれの医学情報処理は大丈夫か？ Evidence と Literacy.   

2. 弘前腎細胞癌学術講演会 2017 年 6 月 7 日 弘前市（弘前ニューキャッスルホテル） 

 北村 寛：転移性腎癌の治療戦略～いま改めて分子標的療法を考える～． 

3. 多発性嚢胞腎 学術講演会 2017 年 6 月 30 日 青森市（ホテル JAL シティ） 

 乳原善文：多発性嚢胞腎の病態と治療． 

4. Meet the Expert in Metoropolitan  2017 年 7 月 21 日 東京都千代田区（日本生命丸の内ガーデン

タワー） 

 Kim N.Chi：Optimal sequence and precision medicine for castration resistant 

prostate cancer.  

5. 第 9 回北東北腎移植勉強会 2017 年 7 月 29 日 弘前市（アートホテル弘前シティ） 

 特別講演 

 渡井至彦：長期移植腎生着・患者生存を目指した免疫抑制療法と患者管理． 

6. CKD-MBD セミナー in 青森  2017 年 8 月 22 日 青森市（ホテル青森） 

 特別講演 

 風間順一郎：新しい時代を迎える二次性副甲状腺機能亢進荘治療． 

7. 青森市透析療法フォーラム 2017 年 9 月 28 日 青森市（ホテル青森） 

 特別講演 

 深水 圭：透析患者における ADL 向上への新たなる挑戦～拡がりを見せるカルチニン

ワールド～．  

8. Janssen／AstraZeneca Web セミナー 2017 年 11 月 6 日 東京都 

 三宅秀明：CRPC 1 剤目の治療選択～私はこう決めてます～．Web セミナー 

9. 弘前透析合併症対策講演会 2017 年 11 月 30 日 弘前市（ホテルニューキャッスル） 

 特別講演 2  

 永野伸朗：カルシミメティクス考 

10. 第 3 回つがる前立腺診療を考える会 2018 年 1 月 16 日 弘前市（ホテルニューキャッスル） 

 畠山真吾：酸化ストレスと LUTS．  

11. CRPC 化学療法懇話会 2018 年 2 月 21 日 青森市（ホテル青森） 

 特別講演 

 井口太郎：最適な AR 剤の切り替え・化学療法のタイミングは.0  

12. 第 14 回青森県排尿障害研究会 2018 年 2 月 23 日 八戸市（八戸グランドホテル） 

 特別講演 

 松本成史：旭川発の排尿機能検査イノベーションを目指して！ 他 

13. CRPC 講演会 2018 2018 年 2 月 24 日 東京都千代田区（丸の内北口ビル） 



 ディスカッション 

 塩田真己：新薬時代における CPRC 治療戦略を考える． 

 

・  古家琢也：  

1.  第 55 回日本癌治療学会学術集会  2017 年 10 月 20-22 日  横浜市（パシフィコ

横浜）  

  デジタルポスター 1 膀胱手術  

  安藤亮介：3 ポート腹腔鏡下膀胱全摘除術を施行した筋層浸潤膀胱癌の周

術期および短期成績．他  

2.  第 256 回日本泌尿器科学会東北地方会  2017 年 10 月 28 日  秋田市（にぎわい

交流会）  

  優秀演題賞候補演題 A 

  佐藤  新：腹腔鏡下副腎摘除術にて劇的な心機能の改善により心移植を回

避できた重症心不全併発原発性アルドステロン症の 1 例．  

3.  第 22 回青森前立腺癌研究会  平成 30 年 3 月 3 日  青森市（ワ・ラッセ）  

  一般演題  

  米山高弘，小玉寛健，細越正吾，日下  歩，得居範子，山本勇人，今井  篤，

畠山真吾，橋本安弘，古家琢也，大山  力：mHSPC に対する早期ドセタ

キセル療法の初期成績．他  

 

 

・  畠山真吾：  

1.  第 20 回東北移植研究会  2017 年 10 月 7 日  仙台市（フォレスト仙台）  

  一般演題 2 

  村上礼一：多発性嚢胞腎症例における腎移植後の固有腎容積の追跡．  

 

 

 

社会貢献  

 

1. 平成 29 年度青森腎臓バンクセミナー 腎不全医療入門 平成 29 年 8 月 23 日 八戸市（八戸看護専

門学校） 



  畠山真吾  

①  開会のことば  

②  講演  腎移植の実際  

③  まとめ  青森県の腎移植と弘大病院の役割  

2.  平成 29 年度青森腎臓バンクセミナー  透析患者さん＆ご家族との交流会  平成

29 年 10 月 1 日  青森市（青森市民ホール）  

  大山  力  

①  開会のことば  

②  講演  「腎不全とその治療について」～腎移植もお勧めします～  

③  質疑応答  

3.  平成 29 年度青森腎臓バンクセミナー  腎不全医療入門  平成 29 年 10 月 11 日  

八戸市（八戸学院大学）  

  畠山真吾  

①  開会のことば   

②  講演  腎移植の実際   

③  まとめ  青森県の腎移植と弘大病院の役割  

 

 

 

  


